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５
月
21
日
、
日
本
共
産
党
岩
手
県
員

会
・
国
会
議
員
団
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

所
主
催
で
「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
考

え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
盛
岡
市
内
で

開
催
。
乳
幼
児
を
連
れ
た
母
親
な
ど
東

北
６
県
か
ら
会
場
い
っ
ぱ
い
の
２
８
０

人
が
参
加
し
、
熱
心
に
討
論
し
ま
し
た
。 

 

講
演
で
岩
手
県
立
大
学
の
齋
藤
昭
彦

准
教
授
は
、
盛
岡
市
の
母
子
世
帯
の
生

活
実
態
調
査
に
つ
い
て
報
告
。「
お
金
が

足
り
ず
、
必
要
な
食
料
が
買
え
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が
約
５
割
に

達
す
る
な
ど
生
活
の
困
窮
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
お
り
、
相
談
体
制
の
充
実
が

不
可
欠
だ
と
提
起
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
こ
そ
、
憲
法
13
条
（
幸
福
追
求
権
）、

25
条
（
生
存
権
）、
26
条
（
教
育
を
受

け
る
権
利
）
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が

求
め 

求
め
ら
れ
て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇
。
小
児

科
医
の
小
野
寺
け
い
子
氏
は
、
発
熱
で

病
院
に
救
急
車
で
運
ば
れ
た
子
ど
も

の
親
が
「
保
険
証
が
な
か
っ
た
」
と
話

し
た
例
も
あ
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。 

子
育
て
・
就
労
・
生
活
支
援
を
す
す

め
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
ク
ル
い
わ

て
」
の
花
坂
圭
一
事
務
局
長
は
、
毎
回

の
「
子
ど
も
食
堂
」
で
寄
せ
ら
れ
る
相

談
を
解
決
す
る
に
は
、
行
政
や
専
門
家

と
の
連
携
が
重
要
だ
と
語
り
ま
し
た
。 

放
棄
な
ど
の
虐
待
に
は
親
の
貧
困
が
関

わ
っ
て
い
る
と
示
し
ま
し
た
。 

 

高
橋
ち
づ
子
衆
院
議
員
は
、
議
員
立

法
で
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
」

を
成
立
さ
せ
、
超
党
派
の
議
員
連
盟
で

20
項
目
の
貧
困
対
策
を
政
府
に
要
請

し
た
と
説
明
。
ま
た
参
加
者
の
質
問
に

こ
た 

答
え
、「
憲
法
を
変
え
な
く
て
も
予
算

措
置
と
法
律
で
教
育
の
無
償
化
は
可

能
で
、
教
育
無
償
化
を
妨
害
し
て
き
た

の
が
自
民
党
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

会
場
か
ら
も
、「
子
ど
も
食
堂
」
や

無
料
学
習
塾
の
取
り
組
み
に
関
す
る

発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省
に
対
し
て
は
、
災
害
公

営
住
宅
の
家
賃
軽
減
の
継
続
と
払
い
下

げ
の
際
の
軽
減
措
置
を
求
め
ま
し
た
。 

再
建
支
援
金
を
５
０
０
万
円
に
引
き

上
げ
、
半
壊
・
一
部
損
壊
も
対
象
と
す

る
よ
う
要
望
。
県
内
の
応
急
仮
設
住
宅

入
居
者
の
住
宅
確
保
意
向
調
査
で
は
、

６
１
０
０
世
帯
の
う
ち
58
％
が
自
立

再
建
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
や
、
資
金

確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
示
し
、
引
き
上
げ
を
強
く
求
め
ま

し
た
。 

厚
生
労
働
省
に
対
し
て
は
、
被
災
者

の
医
療
費
・
介
護
利
用
料
等
の
免
除
復

活
と
今
後
の
財
政
支
援
の
継
続
を
要

求
。
岩
手
県
は
独
自
に
医
療
費
免
除
を

継
続
し
て
お
り
、「
大
変
助
か
っ
て
い

る
」
と
の
被
災
者
の
声
や
、
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
（
受
診
行
為
）
は
昨
年
度
は

６
３
７
９
件
（
前
年
度
４
６
２
０
件
）

と
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
医
療

費
免
除
の
継
続
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

復
興
庁
に
対
し
て
は
、
復
興
事
業
費

の
地
元
一
部
負
担
の
撤
回
と
人
材
の

確
保
、
災
害
公
営
住
宅
で
の
孤
独
死
対

策
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

５
月
10
日
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島

の
被
災
３
県
の
復
興
県
民
会
議
等
の

代
表
と
熊
本
地
震
共
同
セ
ン
タ
ー
の

代
表
、
全
国
災
対
連
が
共
同
で
「
被
災

者
切
り
捨
て
許
す
な
！
国
の
責
任
で

復
興
を
！
５･

10
国
会
行
動
」
が
取
り

組
ま
れ
、
県
議
団
３
人
が
岩
手
の
21

人
の
代
表
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。 

内
閣
府
に
対
し
て
は
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金 

て
」
の
花
坂
圭
一
事
務

局
長
は
、
毎
回
の
「
子

ど
も
食
堂
」
で
寄
せ
ら

れ
る
相
談
を
解
決
す
る

に
は
、
行
政
や
専
門
家

と
の
連
携
が
重
要
だ
と

語
り
ま
し
た
。 

み
ち
の
く
み
ど
り
学

園
（
児
童
養
護
施
設
）

の
赤
坂
美
代
子
副
園
長

は
、
虐
待
を
う
け
、
集

団
行
動
へ
入
れ
な
い
な

ど
の
「
愛
着
障
害
」
を

抱
え
た
児
童
が
、
不
登

校
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
事
例
を
紹
介
。
育
児

レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）

な
ど
の
虐
待
に
は
親
の

貧
困
が
関
わ
っ
て
い
る

と
示
し
ま
し
た
。 

子どもの貧困を考えるシンポジウムで発言するパネリストの皆さん。
左はコーディネーターを務める斉藤県議（５月２１日・盛岡市） 
 

●６月２３日／県議会開会 

●６月２９日／一般質問 

●６月３０日／一般質問 

●７月 ３日／一般質問 

●７月 ４日／一般質問、議案に対する質疑 

●７月 ５日／各常任委員会 

●７月 ７日／最終本会議 

 

政府交渉に臨む県議団（５月１０日） 
 

講演する岩手県立大学の齋藤准教授 
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【
4
月
】 

15
日 

盛
岡
広
域
の
ご
み
問
題
を
考
え
る
シ
ン 

ポ
、
新
庄
さ
ん
さ
花
垣
会
総
会 

18
日 

商
工
文
教
委
員
会
視
察
、
定
数
等
検
討

委
員
会
、
東
新
庄
１
丁
目
町
内
会
総
会 

19
日 

ふ
る
さ
と
創
生
・人
口
減
少
特
別
委
員
会
、

県
政
調
査
会
、
野
党
共
闘
調
整
会
議 

20
日 

岩
泉
町
議
選
応
援 

22
日 

県
被
爆
者
団
体
協
議
会
結
成
60
周
年
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
、
達
増
知
事
を
囲
む
会 

23
日 

建
設
職
人
の
つ
ど
い
、
城
東
地
区
９
条
の

会
11
周
年
の
つ
ど
い 

26
日 

旧
盛
岡
短
大
跡
地
利
活
用
期
成
同
盟
会 

29
日 

盛
岡
市
消
防
演
習
、
こ
ぶ
し
の
会
花
見 

30
日 

高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
と
国
立
盛
岡

病
院
訪
問
（化
学
物
質
過
敏
症
問
題
） 

【
5
月
】 

1
日 

メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
集
会 

2
日 

岩
手
県
立
大
学
齋
藤
准
教
授
を
訪
問 

3
日 

憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
、
街
頭
宣
伝 

4
日 

ア
バ
ッ
セ
た
か
た
、
大
船
渡
市
の
夢
商
店

街
・キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡 

5
日 

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「ジ
パ
ン
グ
青

春
記
」鑑
賞 

6
日 

映
画
「日
本
の
青
空
」鑑
賞 

10
日 

災
対
連
・復
興
県
民
会
議
の
政
府
交
渉 

11
日 

一
関
市
役
所
（国
保
問
題
）、
一
関
児
童

相
談
所
、
タ
ン
ポ
ポ
保
育
園
訪
問 

14
日 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会 

15
日 

建
設
業
協
会
盛
岡
支
部
通
常
総
会 

16
～
17
日 

商
工
文
教
委
員
会
東
北
調
査 

18
日 

野
党
共
闘
調
整
会
議
、
盛
岡
山
車
推
進

会 

20
日 

岩
手
県
歯
科
医
師
会
創
立
１
０
０
周
年

記
念
式
典
・祝
賀
会 

21
日 

子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
考
え
る
シ
ン
ポ 

22
日 

国
道
４
５
５
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
、
国
保
広
域
化
運
営
協
議
会
傍
聴 

28
日 

岩
手
を
守
り
日
本
を
変
え
る
地
方
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム 

30
日 

復
興
特
別
委
員
会
で
陸
前
高
田
市
調
査 

31
日 

国
保
広
域
化
学
習
会
、
盛
岡
広
域
振
興

局
と
地
域
課
題
懇
談
会 

【
6
月
】 

1
日 

盛
岡
市
の
県
・国
へ
の
予
算
要
望
説
明

会
・懇
親
会 

3
日 

共
謀
罪
ス
ト
ッ
プ
緊
急
県
民
集
会
、
全
県

地
方
議
員
研
修
会 

4
日 

岩
手
県
保
医
協
会
総
会
記
念
講
演
会 

6
日 

ふ
る
さ
と
創
生
特
別
委
員
会
県
内
調
査 

7
日 

自
然
保
護
議
員
連
盟
で
田
野
畑
村
現
地

研
修
会 

9
日 

岩
手
大
学
麦
倉
教
授
を
訪
問 

11
日 

月
命
日
宣
伝
、
岩
手
県
母
親
大
会 

12
日 

宮
古
市
長
選
で
内
館
勝
則
事
務
所
訪
問
、

里
木
市
議
補
欠
予
定
候
補
と
街
頭
宣
伝
、

国
民
平
和
大
行
進
・歓
迎
集
会 

13
日 

平
和
行
進
団
が
千
葉
副
知
事
を
表
敬
、

議
運
、
議
案
説
明
会
、
定
数
等
検
討
委

員
会
、
野
党
共
闘
調
整
会
議 

15
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

17
日 

地
域
総
研
講
演
会
、
緊
急
国
政
報
告
会 

18
日 

宮
古
市
長
選
、
市
議
補
欠
選
挙
応
援 

20
日 

横
田
綾
二
氏
の
葬
儀 

八重樫保健福祉部長（左）に要請する県議団（６月２２日） 

 

６
月
22
日
、日
本

共
産
党
岩
手
県
委
員

会
と
県
議
団
は
八
重

樫
幸
治
保
健
福
祉
部

長
に
た
い
し
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
の

現
物
給
付
化
を
小
学

校
卒
業
ま
で
拡
充
す

る 
 

斉

藤

県

議

は
、
今
年
の
８

月
か
ら
、
滝
沢

市
が
小
学
校
卒

業
ま
で
医
療
費

助

成

を

拡

充

し
、
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
が

小
学
校
卒
業
以

上
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し

た
医
療
費
助
成

が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と

説 

 

る
こ
と
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が
昨
年
８

月
か
ら
就
学
前
ま
で
現
物
給
付
に
改

善
さ
れ
た
こ
と
は
、
若
い
父
母
の
皆

さ
ん
に
歓
迎
さ
れ
、
医
療
機
関
に
と

っ
て
も
「
事
務
手
続
き
が
簡
素
に
な

っ
た
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

成
の
現
物
給
付
化
を
小
学
校
卒
業
ま

で
早
急
に
拡
充
す
る
こ
と
②
医
療
費

助
成
の
現
物
給
付
化
に
対
す
る
国
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
廃
止
す
る
よ
う
強

く
求
め
る
こ
と
―
を
要
望
。
八
重
樫

部
長
は
「
市
町
村
と
協
議
し
検
討
し

た
い
。
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
廃
止
は

引
き
続
き
県
と
し
て
も
要
望
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

説
明
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

早
急
に
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
現

物
給
付
化
を
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充

し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。
申
し

入
れ
で
は
、
①
子
ど
も
の
医
療
費
助

成 

求
め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
た

な
県
立
高
等
学
校
再
編
計
画
」
で

は
、
中
学
校
卒
業
者
の
減
少
を
踏
ま

え
、
前
期
５
ヶ
年
の
統
合
と
学
級
減

の
計
画
が
示
さ
れ
、
県
立
葛
巻
高
校

は
来
年
度
１
学
級
減
の
１
学
級
規

模
の
定
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

今
年
度
の
新
入
学
生
は

51
人

と
２
学
級
規
模
を
維
持
し
て
お
り
、

葛
巻
町
が
通
学
支
援
な
ど
積
極
的

な 

高橋教育長に申し入れる県議団（６月１５日） 

６月１７日、盛岡駅前で「共謀罪」法の強行採
決に抗議する４野党合同緊急街頭演説を行いまし
た。民進党から佐々木朋和県連幹事長代理・県議、
日本共産党から斉藤県議、自由党から木戸口英司
参議院議員、社民党から小西和子県連合代表・県
議がそれぞれ訴えました。 

６
月
14
日
、
県
議
団
で
岩
泉
町

の
台
風
10
号
被
害
か
ら
の
復
旧
復

興
状
況
の
調
査
を
行
い
、
伊
達
勝
身

町
長
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。 

伊達岩泉町長（左奥）らから話を聞く（右
から）林崎、千田、高田、斉藤の各氏 

町
内
４
地
区
に
整
備
さ
れ
た
応

急
仮
設
住
宅
２
２
３
戸
に
１
９
０

戸
が
入
居
。
災
害
公
営
住
宅
の
希
望

は
78
戸
で
、
被
災
し
た
自
宅
の
改

修
の
希
望
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

広
い
町
内
全
域
で
大
き
な
被
害
を

受
け
、
災
害
復
旧
事
業
は
３
年
以
内

で
す
が
、
５
年
以
内
で
済
ま
な
い
事

業
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

の
こ
と
。
８
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

る
被
災
者
の
医
療
費
免
除
は
、
林
崎

竟
次
郎
党
町
議
の
質
問
に
「
さ
ら
に

継
続
し
た
い
」
と
議
会
で
町
長
が
答

弁
し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

６
月
15
日
、
県
議
団
は
高
橋
嘉

行
県
教
育
長
に
た
い
し
、
県
立
葛
巻

高
校
の
学
級
減
の
計
画
見
直
し
を

求
め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

・７月１２日（水）午後６時～ 

・８月 ９日（水）午後６時～ 

予約電話番号:６５１－５８８１ 

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
山
村

留
学
制
度
で
も
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
い
る
こ
と
、
国
公
立
大
学
に
毎
年

10
人
近
く
が
合
格
し
就
職
も
１
０

０
％
実
現
し
て
い
る
こ
と
―
な
ど
を

紹
介
。
高
校
と
地
域
の
努
力
と
成
果

を
踏
ま
え
、
学
級
減
の
計
画
を
柔
軟

に
見
直
す
よ
う
訴
え
ま
し
た
。 

 

高
橋
教
育
長
は
「
町
の
努
力
も
非

常
に
大
き
い
と
思
う
。
計
画
に
沿
っ

た
再
編
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
り
は

な
い
が
、
申
し
入
れ
も
十
分
踏
ま
え
、

慎
重
に
検
討
し
方
向
性
を
決
定
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

６
月
11
日
、
第
63
回
岩
手
県
母

親
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
各
地
か
ら

９
０
０
人
が
参
加
。
８
月
の
日
本
母

親
大
会
ｉ
ｎ
岩
手
の
成
功
め
ざ
す

大
会
宣
言
な
ど
を
採
択
し
ま
し
た
。 

９００人が参加した岩手県母親大会 

聴衆にアピールする（右から）斉藤、佐々木、木戸
口、小西の各氏（６月１７日・盛岡駅前） 


